
ＳＤＧｓ：持続可能な地球と私たちの未来への羅針盤 

今日、私たちの地球は、気候変動、貧困と格差の拡大、生物多様性の損失、そして限りあ

る資源の枯渇といった、複雑かつ深刻な課題に直面しています。これらの問題は、私たち

の日常生活、経済活動、そして次世代の未来にまで大きな影響を及ぼしつつあります。こ

のような喫緊の状況に対し、国際社会が一致団結してこれらの課題に取り組むための共通

の目標として誕生したのが、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標：Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）です。 

ＳＤＧｓは、２０１５年９月にニューヨークの国連本部で開催された「国連持続可能な開

発サミット」で採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」の中核をなす

もので、２０３０年までの達成を目指す国際目標です。これは、１７の目標と、それらを

具体化する１６９のターゲット、そして２３２の指標から構成されており、地球上の「誰

一人取り残さない（Ｌｅａｖｅ Ｎｏ Ｏｎｅ Ｂｅｈｉｎｄ）」ことを誓い、経済、社

会、環境の三側面における持続可能性を追求する、人類共通の普遍的な行動指針と言える

でしょう。 

ＳＤＧｓが生まれた背景：ＭＤＧｓからの進化と「普遍性」「統合性」 

ＳＤＧｓは、２０００年から２０１５年まで掲げられた「ミレニアム開発目標（ＭＤＧ

ｓ）」の後継として位置づけられています。ＭＤＧｓは、主に開発途上国の貧困削減、教

育、保健などに焦点を当て、一定の成果を収めました。例えば、極度の貧困人口の半減、

初等教育就学率の向上など、目覚ましい進展が見られた分野もあります。 

しかし、ＭＤＧｓにはいくつかの課題も残りました。第一に、地球規模の環境問題への対

応が不十分であったことです。気候変動や生物多様性の損失といった課題は、ＭＤＧｓで

は十分にカバーされていませんでした。第二に、先進国の役割が不明確であったことです。

ＭＤＧｓは主に開発途上国を対象としていたため、先進国が自国内で抱える貧困や格差、

環境問題への取り組みについては、明確な指針がありませんでした。第三に、一部の目標

は達成されたものの、衛生設備へのアクセスや妊産婦死亡率の削減など、依然として深刻

な課題が残されました。 

こうした反省を踏まえ、ＳＤＧｓはより広範で野心的な目標として策定されました。その

最大の特長は、「普遍性」と「統合性」にあります。まず「普遍性」とは、ＳＤＧｓが開

発途上国だけでなく、日本を含む先進国も含むすべての国が取り組むべき目標であるとい

うことです。貧困や格差、環境問題は、もはや特定の国や地域だけの問題ではなく、地球

全体で取り組むべき喫緊の課題として認識されています。次に「統合性」とは、１７の目

標がそれぞれ独立しているのではなく、相互に深く関連し合っていることを意味します。



例えば、「貧困をなくそう（目標１）」という目標は、「質の高い教育をみんなに（目標

４）」や「すべての人に健康と福祉を（目標３）」といった目標と密接に関わっています。

教育機会の提供は貧困からの脱却を促し、健康な生活は生産性の向上につながるからです。

このように、ＳＤＧｓは社会、経済、環境のバランスを重視し、どれか一つを犠牲にして

他の目標を達成するのではなく、すべてを調和的に達成することを目指しています。 

１７の目標：私たちの未来を形作る具体的な要素 

ＳＤＧｓの１７の目標は、それぞれが異なる課題に焦点を当てながらも、全体として持続

可能な社会の実現を目指しています。それぞれの目標が示す内容は、私たちの生活や社会

基盤に密接に関わっています。 

１．貧困をなくそう： あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせることを目指しま

す。 

２．飢餓をゼロに： 飢餓を終わらせ、食料の安全保障を達成し、栄養改善を実現し、持

続可能な農業を促進します。 

３．すべての人に健康と福祉を： あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進します。 

４．質の高い教育をみんなに： すべての人々に包摂的かつ公平な質の高い教育を確保し、

生涯学習の機会を促進します。 

５．ジェンダー平等を実現しよう： ジェンダー平等を達成し、すべての女性と女児のエ

ンパワーメントを図ります。 

６．安全な水とトイレを世界中に： すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な

管理を確保します。 

７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに： すべての人々に安価で信頼できる持続可

能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保します。 

８．働きがいも経済成長も： 包摂的かつ持続可能な経済成長、完全かつ生産的な雇用と、

すべての人々の働きがいのある人間らしい雇用を促進します。 

９．産業と技術革新の基盤をつくろう： 強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な

産業化を促進し、イノベーションを推進します。 

１０．人や国の不平等をなくそう： 国内および国家間の不平等を是正します。 

１１．住み続けられるまちづくりを： 包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可

能な都市および人間居住を実現します。 



１２．つくる責任つかう責任： 持続可能な消費と生産のパターンを確保します。 

１３．気候変動に具体的な対策を： 気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を

取ります。 

１４．海の豊かさを守ろう： 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可

能な形で利用します。 

１５．陸の豊かさも守ろう： 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可

能な森林管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止・回復、生物多様性の損失を阻止します。 

１６．平和と公正をすべての人に： 持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進

し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責

任のある包摂的な制度を構築します。 

１７．パートナーシップで目標を達成しよう： 持続可能な開発のための実施手段を強化

し、グローバル・パートナーシップを活性化します。 

なぜＳＤＧｓが私たちにとって重要なのか 

ＳＤＧｓは、国連が掲げた目標であるため、一見すると私たち個人の生活や企業の活動と

は遠い存在に思えるかもしれません。しかし、ＳＤＧｓの達成は、私たち一人ひとりの生

活、企業活動、そして社会全体の未来に深く関わっており、その重要性は多岐にわたりま

す。 

まず、ＳＤＧｓはビジネスチャンスを創出します。持続可能な社会への移行は、再生可能

エネルギーや環境配慮型製品、社会課題解決サービスなど、新たな技術やサービスの大き

な需要を生み出します。企業がＳＤＧｓに貢献する形で事業を展開することは、新たな市

場を開拓し、結果として競争力を高めることにも繋がります。近年、投資家がＳＤＧｓへ

の取り組みを重視する＊＊ＥＳＧ投資（環境・社会・ガバナンスを考慮した投資）＊＊の

重要性が高まっていることも、この傾向を後押ししています。 

次に、企業のリスクマネジメントにも貢献します。環境問題や人権問題への対応を怠れば、

企業のレピュテーション（評判）を損ない、消費者や取引先からの信頼を失いかねません。

また、将来的な法規制の強化やサプライチェーン全体での問題発生など、事業活動に大き

な支障をきたす可能性もあります。ＳＤＧｓへの積極的な取り組みは、これらのリスクを

低減し、企業の持続可能性を向上させることに繋がります。 

さらに、ＳＤＧｓは私たちの生活の質を向上させます。気候変動対策が進めば、より安全

で快適な環境で暮らせるようになります。貧困が削減されれば、より公平な社会が実現し、

質の高い教育が普及すれば、すべての人々がより豊かな未来を築くことができます。安全



な水や食料、そして誰もが安心して暮らせる社会は、私たち自身の健康と幸福に直結する

ものです。ＳＤＧｓの達成は、私たちの子どもや孫の世代が、現在の私たちと同じか、そ

れ以上に良い地球で暮らせることを可能にします。 

そして、ＳＤＧｓは企業や個人の「パーパス（存在意義）」を明確にします。利益追求だ

けでなく、社会貢献という視点を持つことで、従業員のモチベーション向上や優秀な人材

の確保にも繋がります。特に、Ｚ世代やミレニアル世代を中心に、社会貢献への意識が高

い層が増えており、ＳＤＧｓへの取り組みは企業イメージの向上にも寄与します。 

ＳＤＧｓ達成に向けた私たちのアクション 

ＳＤＧｓの達成は、特定の国や組織だけが担うものではなく、政府、企業、市民社会、そ

して私たち個人がそれぞれの役割を果たすことで実現します。 

政府や自治体は、ＳＤＧｓ達成に向けた政策立案と実行の中心的役割を担います。例えば、

再生可能エネルギー導入の推進、環境規制の強化、社会保障制度の充実、教育機会の拡大

などが挙げられます。また、国際協力や途上国への支援を通じて、グローバルなＳＤＧｓ

達成にも貢献します。地方自治体においては、地域の実情に応じたＳＤＧｓ推進計画を策

定し、住民や企業、ＮＰＯなどと連携しながら具体的な取り組みを進めることが求められ

ます。 

企業は、事業活動そのものを通じてＳＤＧｓに貢献する重要な役割を担います。製品・サ

ービスの開発、生産プロセス、サプライチェーン全体において持続可能性を追求すること

が求められます。具体的には、環境負荷の低い生産方法への転換、エネルギー効率の改善、

水資源の効率的な利用、廃棄物削減、労働環境の改善、人権の尊重、多様性の推進などが

挙げられます。 

市民社会組織（ＮＰＯ／ＮＧＯ）は、ＳＤＧｓに関する啓発活動、政策提言、そして草の

根レベルでの実践を通じて、重要な役割を果たします。貧困、教育、環境保護、人権など、

特定の分野に特化した専門知識と実践力を持つＮＰＯ／ＮＧＯは、政府や企業の取り組み

を補完し、時には監視する役割も担います。 

そして、私たち個人の行動も、ＳＤＧｓ達成に大きく貢献します。日常生活における選択

や消費行動を見直すことで、持続可能な社会への貢献が可能です。例えば、節水・節電、

ごみの分別と削減、フードロスの削減、地元の産品やエシカル（倫理的）な製品の選択、

公共交通機関の利用、そして環境に配慮した企業やＮＰＯへの支援などが挙げられます。

ＳＤＧｓについて学び、家族や友人と話し合い、意識を共有することも重要です。一つ一

つの小さな行動の積み重ねが、大きな変化を生み出す原動力とないます。 


